
 

 

 

（別冊１）令和 3年度 熊本市エイズ総合対策報告書 
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Ⅰ 各団体における取り組みの実施状況について 
 

【学識経験者】 

■熊本大学大学院生命科学研究部 

  保健所が作成する中学生向けオリジナルミニパンフレットの表紙及び裏表紙につ 

  いて、イラストの作成を学生が担当した。 

  リモート授業により、学生と会う機会も少なく、啓発活動が難しかった。 

 

 

■熊本大学大学院教育学研究科 

  今年度も大学の授業のほとんどがリモートとなり、学生と対面で関わる機会が非常

に少なかった。 

しかし、このような状況だからこそ、学生が困った時にいつでも相談できるよう

な姿勢を示すことが大事であると感じている。 

双方向型の授業は難しかったが、授業でエイズ・STIに関して取り上げた。 

また、例年通りに教育実習期間が設けられたため、中学校においては STI に関す

る授業に参加できたようである。 

年齢の近い学生が、中学生に話すことで互いに学び合うことができた。 

 

 

【保健・医療関係】 

■熊本市医師会 

 （1）医師会員に対して通年行われている「学術アーベント」や「リフレッシュコー 

 ス等の講演会は新型コロナウイルス感染症の影響で、開催が殆ど行われていない 

 が、機会をみて医師会員への啓発を継続する。 

 （2）本会のテレビ広報番組「TKU医療大百科」において、性感染症やエイズに関す 

   る情報提供を継続して行う。 

 （3）本会広報紙「森都医報」に本会議の報告記事（後掲）を掲載し、エイズ・STD 

診療の重要性を喚起した。また、同広報誌には、行政（熊本市保健所）からの情 

報「HIV／エイズの現状と対策について」を掲載している。 



- 2 - 

 

 

 



- 3 - 

 

 

■熊本市薬剤師会 

（1）学校薬剤師による薬物乱用防止教室などで、薬物並びにエイズなどの危険性を 

  説明する。 

（2）薬局に処方箋を持参された患者に、エイズ治療薬の服薬指導を適切に行う。 

 

 

■熊本県看護協会 

（1）12月の世界エイズデーには協会内に啓発のためのポスターを掲示した。 

 

（2）熊本県看護協会では、熊本県全域を対象に小・中・高校向け「性教育出前講座」 

を実施し、その中で「エイズ・ＳＴI対策」についても講義している。 

コロナ禍が続く中で令和 3年度も、昨年度同様に対面及びオンラインによる 

講義を実施した。オンラインによる講義の普及で昨年度より実施校は増加した 

が、熊本市内の学校からの依頼は中学校 1校 2回、高等学校 1校であった。 

 

        小学校： 0校      

中学校：15校      計 18校  延べ 1,660人受講 

        高校： 3校       （23回実施：同じ学校で学年別の実施有） 

                        

 

    （参考）令和 2年度実施状況 

            小学校：0 

     熊本市以外  中学校：6校   計 7校 

高校：1校    （8回実施：同じ学校で学年別の実施有）         

            

 

 

■熊本県栄養士会 

  令和 4年 4月に研修会を予定しており、エイズ・STI対策のパンフレットの配布を 

  考えている。研修会は Zoomでの配信を予定しており、研修開始前に啓発動画を 

  流せないかと考えている。 

 

 

【教育・青少年団体】 

■熊本県私立中学高等学校保護者会 

  例年は会長会議の中で推進会議出席の報告やポスター、資料等の配布により周知を 

  図っていますが、コロナの影響により実施ができない状況にあります。 
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■熊本市 PTA協議会 

  各区より集まる熊本市 PTA協議会常任理事会での報告を行い、各区の代表理事へ 

  説明をし、各区会員様への報告、周知をお願いしています。 

 

 

■熊本県高等学校保健会 

  世界エイズデーにちなんで、保健だよりで啓発を行った。エイズ・性感染症を含め 

た性教育について、系統だった指導計画の作成を考えている。また、学校全体で取 

り組むことができるように、関係職員だけでなく、全職員で関わっていけるように 

したいと考えている。 

  熊本市地区の養護教諭へ、対策推進会議の資料を提供し、各校で活用を呼びかけた。 

 

 

 

【人権擁護関係】 

■熊本市民生委員児童委員協議会 

  エイズ・STI対策として、組織として特別の取組みはありませんが、新型コロナウ

イルス感染症について、感染者に対して、あるいはワクチン非接種者に対するいわ

れのない差別等について、民生委員として適切な対応をしていくように心がけてい

ます。 

 

 

 

【労働団体】 

■連合熊本地域協議会 

  会議等で周知を行いました。 

 

 

 

【報道関係】 

■熊本日日新聞社 

（1）実施状況について 

  熊本日日新聞朝刊に関連記事（後掲）を掲載した。 
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（熊本日日新聞 2021.10.6） 

 

（熊本日日新聞 2021.12.1） 
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【ボランティア団体関係】 

■熊本市食生活改善推進員協議会 

  コロナ禍で活動が思うようにできない状態です。 

  まず人が集まることが出来ない。 

  会員の年齢層が高い。 

  なかなかエイズについて話す機会がありませんでした。 

 

 

■Safety Blanket 

  コロナ禍以降、交流会や学習会などの実施が出来ていません。 

SNSを利用し HIV検査について告知を流すことに留まっています。 

今後の活動の方向性について保健所の方々に相談させていただければと思います。 
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Ⅱ 各委員からのご意見等 

 

【学識経験者】 

■熊本大学大学院教育学研究科 

  コロナ感染に注目が集まりがちだが、折にふれて学生には話していきたい。 

 

 

 

【保健・医療関係】 

■熊本市薬剤師会 

 （1）エイズ・STI対策全般について 

啓蒙による予防が第一。ポスターやチラシなどにより正しい知識の情報提供を行う。 

  衛生環境を整備する。 

 

 

■熊本県看護協会 

 （1）エイズ・STI対策全般について 

  青少年期からのエイズや STI対策のための教育は重要である。 

  コロナ禍で中・高校の出前講座が以前より減少している。そのような中に熊本市は、 

  令和 2年度に啓発用オリジナル DVDの作成と配布があり、令和 3年度の使用実績に 

  期待したい。 

 

 

■熊本県栄養士会 

（1）エイズ・STI対策全般について 

  高 1の息子が中 3で勉強したと言っていますが、自分とは遠いことと考えている 

  ようです。自分のことと思ってもらうためには、家庭で親の口からエイズ・STI 

  について話す機会が必要な気がします。 

 

 

 

【教育・青少年団体】 

■熊本県私立中学高等学校保護者会 

（3）その他 

  今年度は会議や催しが実施できるよう願っています。 
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■熊本市 PTA協議会 

（3）DVDや教材の活用を学校とも協議し、進めてほしいです。 

 

 

■熊本県高等学校保健会 

（2）エイズ対策推進会議について 

  初めて参加しましたが、様々な立場の方々のお話を聞くことができ、貴重な経験 

をさせていただきました。今年度もぜひ参加したいと思います。R3年度はオン 

ラインでの会議だったので参加しやすく、助かりました。 

 

 

 

【人権擁護関係】 

■熊本市民生委員児童委員協議会 

（1）エイズ・STI対策全般について 

  梅毒感染者の感染状況を新聞で見ました。気になるところです。 

  情報発信を続けていってほしいです。 

（2）エイズ対策推進会議について 

  コロナ騒ぎが早く治まって、会議が再開されることを望んでいます。 

 

 

【報道関係】 

■熊本日日新聞社 

 （2）エイズ対策推進会議について 

   コロナの状況にもよると思いますが、対面での会合が開かれればと思います。 

 

 

 

【ボランティア団体関係】 

■Safety Blanket 

 （1）エイズ STI対策全般について 

  オンライン予約受け付けの開始など、検査を受けるハードルを下げていただいてい 

ると感じています。 

ハイリスク層へのアプローチとしては、以前より提案させていただいている、同性 

愛者の出会い系アプリへの広告が効果的だと思います。 

予算を広告に割くことが出来ないとうかがった記憶がありますが、予算がないわけ 

ではないと思うので、何か方法を模索していただければと思います。 


